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‐1050°Cで 30分間行った。図 2にH31.4粉末と S31.4粉末における保磁力（µ0Hc）の熱処理温度依存性を示す。


























































粉末粒径は 0.54 µm であり、TRE は H32.3 粉末と同等の
31.6wt.%であった。HGBD粉末における保磁力（µ0Hc）の熱処
理温度依存性を図 2で示したH31.4粉末と S31.4粉末のそれらと
合わせて図 3に示す。各微粉末の保磁力は 300°Cと 600°Cで
増加し、特にGBD法を利用して作製したHGBD粉末では、600°C
において保磁力が 2.0 Tに達している。また、熱処理前のHGBD粉末では、図 4に示すように粉末表面に数nm




















































（2）HDDR 合金粉末と既存の粉末作製方法により得た SC 合金粉末の保磁力は、Nd リッチ相が液相となる
600°Cで大きく増加した。しかしHDDR合金粉末の方が低保磁力であり、これはHDDR合金粉末のTREが減
少したためであると考えられる。 
（3）原料合金の高希土類組成化によりHDDR合金粉末におけるTREも増加したが、600°Cで熱処理後の保磁
力は増加しなかった。 
（4）GBD法の利用により、平均粉末粒径が0.54 µmで600°Cの熱処理により2.0 Tの高保磁力を発現するHDDR
合金粉末の作製が可能であることが分かった。 
（5）HDDR合金粉末は、SC合金粉末よりも40°C低い温度で焼結が可能であることが分かった。 
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図4 GBD法を利用して作製した
HDDR合金粉末（HGBD粉末）の組織
（a）TEM像（b）元素マッピング像 
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